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　鶴見大学文学部日本文学科で、中学校国語科の教員
免許状取得を希望する学生は、書道実技授業（「書道Ⅰ」
（漢字）2単位・「書道Ⅱ」（かな）2単位）を履修、修得
する。通常の授業では毛筆を扱い、硬筆は課題として
提出を求めている。
　本稿は、現行の中学校「国語　書写」教科書を比較し、
参考にした上で調査、検討し、上記受講生の自習課題
とするために作成した「硬筆プリント」を提示するも
のである。
　以下、〈1〉～〈3〉と【資料2】を松本、〈4〉～〈6〉
と〈付〉を田村が分担した。「硬筆プリント」の作成・
執筆者は田村である。
〈1〉問題意識
　文字を手書きするとき、手書きの文字を読み味わう
とき、心して対峙さえすれば、伝統文化がたしかに机上、
眼前にある。古く中国で生まれた漢字が朝鮮半島を経
て伝わり、わが国独自のかな文字をも生み、時代を隔て、
異なる土地で、実用と芸術の諸相において、それぞれ
に開花した書の名品が遺されている。
　今日、文字を手書きする以外に、フォント、テキス
トによって意思疎通し、記録を残す手段があまねく用
いられるようになった。だがそれらは、伝統文化とし
ての「書」の諸相（手習い、習字、書き方、書写、書道、
書法、写字、書芸、書作等）の中に、人が書き記して
来たすべてを受け継いでいるわけではない。現代社会
はテキスト使用を必要としているようだが、「書」をテ
キストに置きかえるとき、足らず、伝わらないところ
がある。
　「書」の美しさを学ぶ機会が失われると、昔の人にとっ
てあたり前であった感覚が共有されない。残されてい
る手書き文字に何が書いてあるかだけではなく、どの
ように書いてあるかを見て、汲み取って考えようとし
ない人が増える。テキストに置きかえられない意味合
いは、読まれなくなる。
　今、「書」や書教育に実践経験のある方や、児童、生
徒、学生に日々関わっている先生方が、視野を広げて
考える課題はないだろうか。
　本稿では硬筆学習を見直し、「教師になりたい」とい
う希望をもって大学に入学し、中学校「国語」の教員
免許取得をめざす学生のために教材を作成する。手書
き文字との対し方について、志を新たにしてもらいた
い。
　「書」の古典を学び、みずからも書き、表現し、心が
澄み、あるいは豊かになる時間を過ごす。次代によい
もの、よいこと、よい思いを伝える。そのようにたし
なみ、取り組む機会は、鉛筆を削りさえすれば、学校
生活、日常生活の中にもある。
〈2〉比較する
　−中学校教科書の硬筆教材−
　中学校現行教科書の硬筆教材を比較する。小学校現
行教科書と、戦後の中学校教科書も参考にした。
1　中学校「国語　書写」現行教科書
（1）現行教科書
　「文部科学省」ＨＰ所載の『教科書目録』によれば、「国
語　書写」の、平成27年検定済、平成28年度から使用
されている現行教科書は5種類5点である。旧版（平成
23年検定済、平成24年度版、平成27年度まで使用）は6
種類10点であった。発行者番号順、教科書番号順に列
挙する。著作者名を略した。
　これらは、「文部科学省」ＨＰ内、「都道府県が設置
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する教科書センター一覧」に載る図書館等で閲覧する
ことができる。
　現行教科書（平成28年度版）
  ・2東書　書写731
  　　新編　新しい書写　一・二・三年
  ・11学図　書写732
  　　中学校　書写
  ・15三省堂　書写733
  　　現代の書写　一・二・三
  ・17教出　書写734
  　　中学書写
  ・38光村　書写735
  　　中学書写　一・二・三年
  参考　旧版（平成24年版）
  ・2東書　書写721／書写722
  　　新しい書写　一年用／二・三年用
  ・4大日本　書写723／書写724
  　　中学校書写　一年／二年・三年
  ・11学図　書写725
  　　中学校書写
  ・15三省堂　書写726／書写727
  　　中学生の書写　一年／二・三年
  ・17教出　書写728／書写729
  　　中学書写1／中学書写2・3
  ・38光村　書写730
  　　中学書写　一・二・三年
（2）共通する教材内容
　上記の現行教科書を繰り、硬筆の、いわば定番とも
いえる教材の中から6種類（①～⑥）を選んで「【表1】」
にまとめた。平成28年版を中心に調べ、旧版（平成24
年版）の相違点を参考に書き加えた。「硬筆プリント」
作成を目的とした作表であり、各教科書の内容全般を
整理したわけではない。
　　①ひらがな・カタカナ一覧（楷書・行書）
　　②漢字（楷書、字形・筆順等）
　　③漢字（行書らしさ）
　　④漢字仮名交じりの書（楷書・行書）
　　⑤都道府県名
　　⑥漢字一覧表
　ここから二点に絞り、文字の大きさと、ひらがな（楷
書）の字形について述べる。
（3）文字の大きさ
　一点目は文字の大きさで、升目の大きさ、罫の太さ、
余白の取り方を比べる。
　「【表1】」の「①ひらがな・カタカナ一覧（楷書・行書）」
にある通り、「11学図」を除き、五十音表が硬筆教材と
して載るが、升目の大きさは異なる。また、升目いっ
ぱいに文字が書かれているものと、やや小さめに書か
れたものとがある。升目の大きい順に上げると下記の
通りであり（単位は「㎝」）、升目ごとの余白の印象を
「（小）」「（中）」「（大）」とした。「（小）」は比較的文字
が小さくて余白があり、「（大）」は升目いっぱいに字が
書かれていることを示す。「11学図」は旧版を比較した。
手本の中に筆順・筆路が示されている字数も、教科書
によって差がある。
　　 2 東書1.5（小） 17 教出1.4（大）
　　38 光村1.33（大） 15 三省堂1.25（中）
　　11 学図1.2（中）
　次に、漢字を升目に一文字ずつ書く学習（字形・部首・
筆順等）での、升目の大きさは下記の通り。
　　 2 東書2.0　1.5 11 学図3.0　1.8
　　15 三省堂1.5 17 教出1.7　1.5
　　38 光村1.5
　漢字仮名交じり文を縦罫の中に書く学習での、罫の
太さは下記の通り。
　　 2 東書1.4 11 学図1.6 15 三省堂1.7
　　17 教出1.5 38 光村1.5
　硬筆教材は、文字の大きさによって難易度、学習目標、
学習量等に違いが生じる。生徒の体躯、手指には個人
差があり、だれにとっても書きやすい大きさというの
は決めがたい。
　大きい文字は、よく観察して正確に書く練習に適し
ている。文字周辺の余白に筆順・補助線・留意点を書
き入れやすい。一方で、1枚のプリントに載せられる文
字数は少ない。また、手が小さめの者にとっては、大
きい文字を書く手指の動きが、自然でない場合もある。
逆に大きめの者、指が太めの者が、小さい字を書きづ
らそうしている姿も浮かぶのである。
　「硬筆プリント」の升目の大きさ、罫の太さは田村が
後述する（〈4〉・2）。
（4）ひらがなの字形
　二点目は、ひらがなの字形の小異である。
　楷書の五十音表を比較すると、生徒が教科書を見比
べたときに気づくような違いがある。「【表2】」には、9
文字（「う」「え」「た」「な」「に」「ね」「ほ」「ま」「ゐ」）
の小異を示した。
　こうした字形の小異に関する著者、編集者の考え方
の例が、小学校・中学校の国語科書写教科書を発行する、
「東京書籍」ＨＰに示される。小学校の「よくある質問
Ｑ＆Ａ」に、「「な」の結びは横長に書くのでしょうか、
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【表 2】ひらがな楷書 9 文字の小異
　現行中学校書写教科書
【資料 1】ひらがな手本より　　　　　　　
　　　　現行小学校 1 年生用書写教科書
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それとも三角形に書くのでしょうか。」との問いに答え
て、以下のような説明がある（要点）。
　・字源から考えると、「な」は漢字の「奈」から派 
生したので、三角結びが適している。「ほ（保）・
ま（末）・ね（祢）」は横長結びで示している。
　・平成23年度発行の版から、「な」の結びの形を三角
結びから横長結びに改めた。これについては、「文
字として間違いや矛盾をおこさない限りにおいて
は，似ている部分は同じ形で示し，児童が文字を
類型的に整理して捉えられることを重視していま
す。」
　・中学校では行書を学習するため、「小学校よりいっ
そう漢字の字源と関連付けて平仮名を扱うほうが
分かりやすいという考え方から」、「な・ほ・ま・ね」
をすべて三角結びとしている。
　・平仮名・片仮名については、「学年別漢字配当表」
のような、標準となる字体は示されておらず、各
教科書会社が、字源、慣習、書きやすさ、学びや
すさといった教育的配慮から、小学生の学習にふ
さわしい字形を考え、示しているという実情があ
り、字形に違いが生じている。
（5）考察
　上記によれば、ひらがなの字形の小異は、文部科学
省によって標準的な字形が明示されていないこと、各
教科書の著者、編集者が、学習段階に応じた判断のも
とで手本を書き、載せていることに起因する訳である。
　だが、そもそも、ひらがな手本の標準的な字形を示
すこと自体に無理があるのではないか、と稿者松本は
考える。
　手本は、筆者が示範した個人の作例であり、活字や
フォントのような画一性を指向して書かれてはいない。
見る人が、自分の知る字形との違いに気づく機会は多々
あろう。手書きの文字が似ることはあっても、ほぼ同
じであるのも不自然である。現行教科書に見る字形の
小異は、常に一方が正しいわけでもない。
　昨今、ポスターや身近な印刷物、ディスプレイに表
示される文字に、硬筆の手書きかと見紛うフォントが
ある。手書き文字が好まれているから、準じて使われ
るのであろうし、読みやすい。当然ながら、同じ文字
が二度、三度使われているとき、まったく同じ形になり、
フォント特有の整然とした感じが現れてはいるが、こ
れは手書き文字の斉正美とは質が異なる。
　硬筆で書かれた手本の背景には、筆者が毛筆で書く
文字、これまでに習った古典・教科書・手本の多様な
文字があり、個人の好みもおのずと書風に反映されて
いる。手本というものは、学習者を想定し、既刊手本
や教科書を参考にして、筆者自身の書風で書かれる。
よく習った手本の影響は、やや強く表れる。学習段階
にもよるのだが、必ずしも字形を類型化して書くわけ
ではない。
　さて、現行の中学校教科書だけではなく、もう少し
視野を広げて調べ、参考にする。
2　小学校「国語　書写」現行教科書
（1）現行教科書
　小学校「国語　書写」の、平成26年検定済、平成27
年度から使用している教科書は6種類36点ある。五十音
表が載る、1年生用6点を比較した。発行者番号順、教
科書番号順に列挙する。
　現行教科書（平成27年度版）
　・2東書　書写131
　　　新編　あたらしい　しょしゃ　一
　・11学図　書写132
　　　みんなとまなぶ
　　　しょうがっこうしょしゃ　一ねん
　・15三省堂　書写133
　　　しょうがくせいのしょしゃ　一年
　・17教出　書写134
　　　しょうがく　しょしゃ　1
　・38光村　書写135
　　　しょしゃ　一ねん
　・116日文　書写136
　　　しょうがくしょしゃ　一ねん
（2）小学校1年生用のひらがな五十音表
　上記に載るひらがな五十音表の見出しは、「ひらがな
の　ひょう」（4種類）、「ひらがなの　かきかた」、「ひ
らがな　あつまれ」である。「【資料1】」には、結びを
含む字が多い、な行・は行・ま行の3行分のみを一覧に
した。
　升目の大きさは下記の通り、一辺2.4㎝、または2.5㎝
で、升目内の余白がやや広いのが、「11学図」と「15三
省堂」である。
　　 2 東書2.5 11 学図2.4 15 三省堂2.4
　　17 教出2.5 38 光村2.5 116 日文2.5
　6種類ともに升目を四分割する破線が引かれ、画数が
二画以上の文字には筆順の数字が書き加えられる。ほ
かに、運筆の方向を示す矢印があり、注意して書くと
ころ（折れ・止め）にしるしを付すものもある。
（3）考察
　発行者ごとに、6年生用までの現行教科書を通覧する
と、学年が進むと升目、字粒は小さくなり、各文字の
中で、点画で囲まれた部分がせまくなり、低学年の手
本では横画の右上がりの度合いがやや小さい、という
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　・「国語　書写」　　　（昭和46年～現在）
　中学校
　・「習字」　　　　　　（昭和24～26年）
　・「国語科　習字」　　（昭和27～36年）
　・「国語科　書写」　　（昭和37～43年）
　・「国語　書写」　　　（昭和44年～現在）
（2）発行者
　中学校教科書の発行者をまとめる。
　各地の教科書センターに所蔵されていない古い教科
書は、公益財団法人教科書研究センターの附属教科書
図書館（東京都江東区）、東書文庫（東京都北区）他に
所蔵される。各ＨＰ内のデータベースで検索できる。
　中学校「習字」・「書写」教科書は、戦後まもなくは
文部省が編集、昭和25年から平成初期までは、以下の
ように、29種類の発行者番号（1～189）を付された発
行者（略称で記す）によって編集、発行されて来た（前
掲『教科書発行状況一覧　−昭和22年以降−』収載の「種
目別表」75頁以下による、各発行者の出版状況（版権
譲渡、吸収合併等の統廃合）は同書収載「教科書発行
者変遷図」参照）。平成16年に「222　日新」が加わっ
て30種類となり、現行教科書は「◎」印の5社が発行す
る（〈2〉・1・（1））。
　・−　文部省（昭和22～28年）
　　　　発行は中教出版
　・1　日本書籍（昭和25年～）
　・2◎東京書籍（昭和25年～）
　・3　大阪書籍（昭和53年～）
　・4　大日本図書（昭和36～40年）
　・5　中教出版（昭和27年～）
　・6　教育図書（昭和29～36年、44～52年）
　・11◎学校図書（昭和25年～）
　・12　二葉（昭和28～36年）
　　　　吸収合併→17教出
　・13　秀英出版（昭和26～36年）
　・15◎三省堂出版（昭和28～32年）
　・17◎教育出版（昭和28年～）
　・22　愛育社（昭和30～32年）
　　　　版権譲渡→6教育図書
　・23　東京修文館・修文館（昭和25～32年）
　　　　版権譲渡→150修文館出版
　・24　駸々堂（昭和25～36年）
　・25　中山（昭和25～27年）
　・26　勝・信濃教育会出版部（昭和25～46年）
　・29　勝間田・東海書院（昭和25～36年）
　・38◎光村図書出版（昭和31年～）
　・60　日本図書出版（昭和29～36年）
　・85　教育図書研究会（昭和27～43年）
傾向が見える。
　中学校の現行教科書について、「な・ね・ほ・ま」4
文字の結びには、三角結び・横長結びの2種類あること
が指摘されていたが（〈2〉・1・（4））、小学校1年生用
の手本では、3種類に分けられる。
　・三角結び（逆三角形）
　・横長結び（上部が「へ」になった目の形）
　・丸結び（右側の交点を頂点とするしずく形、教科
書体に近い）
　これに「ぬ・は・み・よ」も加えた8文字について、「【表
3】」に、教科書別に結びの形をまとめた。中学校教科
書の手本に比べて、より類型化されており、「38光村」
が顕著である。
　小学生に示す手本に見る、このような字形の差異、
振幅は、それぞれの筆者の書風であり、著者、編集者
の考え方の表れであろう。
【表 3】ひらがな手本より　結びの字例
　　  　現行小学校 1 年生用書写教科書䠄᮶᭡ 䠃䠃Ꮥᅒ 䠃䠇୔┤ᇸ 䠃䠉ᩅฝ 䠅䠊කᮟ 䠃䠃䠈᪝ᩝ䛰 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏䈓 ୷ ᶋ㛏 ୔ぽ䛲 ᶋ㛏䈓 ୷ ᶋ㛏䈓 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏䛳 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ୷ ᶋ㛏 ᶋ㛏䈓䛵 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ୷ ᶋ㛏 ᶋ㛏䜁 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ୷ ᶋ㛏 ᶋ㛏䜄 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ୷ ᶋ㛏 ᶋ㛏䜅 ୷ ᶋ㛏 ᶋ㛏䈓 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏䜎 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ᶋ㛏 ୷ ᶋ㛏 ᶋ㛏䚭䈓୷䛱㎾䛊ᶋ㛏⤎䛹
3　戦後の中学校教科書
（1）教科・種目名
　次に、戦後の中学校教科書を通覧した。昭和20年代
から現代にいたるまで、硬筆がどのような手本で学ば
れて来たかについて手に取って知り、その中から方針
を得たり、範とすべき点を見いだした上で、新しい手
本を書くのが望ましいと考えたからである。
　通覧対象とした教科書の、まず、教科・種目名につ
いて述べる。
　戦後の小学校・中学校では、以下のように名称を変
えて、「書き方」・「習字」・「書写」が学習されてきた（『教
科書発行状況一覧　−昭和22年以降−』（教科書変遷研
究資料3、平成8年3月）収載、「2　教科書の種目の変遷」
33・34頁参照）。
　小学校
　・「国語」　　　　　　（昭和24～26年）
　・「国語科　書き方」　（昭和27～35年）
　・「国語科　書写　硬筆・毛筆」
  　　　　　　　　　　 （昭和36～45年）
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　　　　中学版権譲渡→189教育図書出版社
　・90　若草書房（昭和29～37年）
　　　　　権譲渡→173高円書房
　・92　白桃（昭和27年）
　　　　版権譲渡→17教出
　・98　春潮社（昭和28～43年）
　・105　文学社（昭和29～43年）
　　　　  版権譲渡→6教育図書
　・116　日本文芸出版（昭和36～40年）
　・150　修文館出版（昭和33～平成元年）
　・155　日本学芸書院（昭和33～38年）
　　　　  版権譲渡→6教育図書・17教出
　・173　高円書房（昭和38～40年）
　・189　教育図書出版社（昭和44年～）
　・（222　日本書籍（平成16～17年））
（3）新版・改訂版の発行年度
　戦後、中学校「習字」・「書写」の教科書は、どれく
らいの種類が発行されてきたのか。
　教科書は、「学習指導要領」と「教科書検定基準」に
基づいて編集され、教科書検定が済んで発行、採択、
使用される。「学習指導要領」は、告示後、数年を経て
施行されて来た。（それぞれの「学習指導要領」は、「文
部科学省」ＨＰや、「国立教育政策研究所」ＨＰ内の「学
習指導要領データベース」他に掲出されている。）新し
い「学習指導要領」の施行年度には新番号の教科書が
発行され、それ以外の年度にも改訂され、新番号が付
された。
　昭和22年度以後、現在にいたる教科書発行状況は、
各年の『教科書目録』に掲載される。教科書図書館Ｈ
Ｐ内、「所蔵資料検索ページ」の「教科書目録情報デー
タベース」で、『教科書目録』に載る個々の教科書を検
索し、種類と所蔵の有無が確認できる（教師用指導書
等を含む）。
　継続的に、発行者別の発行、改訂、使用年等の概要
を一覧するには、『教科書総覧　中学校篇』（昭和44年）
の「中学校　国語科　習字・書写」（44～65頁）と、『教
科書検定総覧　小学校篇・中学校篇　続編（昭和45～
平成7年度使用）』（教科書変遷研究資料4、平成8年）の
「中学校　国語　書写」33～36頁）とを合わせ見るとわ
かりやすい。
　中学校「習字」・「書写」について、新番号の教科書
が発行された年度は下記の通りである。当初は新しい
発行者が年々加わっていたが、昭和41年以後、発行年
が揃う傾向が見える。
　・昭和22年、「学習指導要領」試案
　　　昭和25年、教科書発行
　・昭和26年、「学習指導要領」試案、教科書発行
　　　昭和27・28・29・30・31・32・33・34・35年、
教科書発行
　・昭和33年、「学習指導要領」告示
　　昭和37年施行、教科書発行
　　　昭和41・44年、教科書発行
　・昭和44年、「学習指導要領」告示
　　昭和47年施行、教科書発行
　　　昭和50・53年、教科書発行
　・昭和52年、「学習指導要領」告示
　　昭和56年施行、教科書発行
　　　昭和59・62・平成2年、教科書発行
　・平成元年、「学習指導要領」告示
　　平成5年施行、教科書発行
　　　平成9年、教科書発行
　・平成10年、「学習指導要領」告示
　　平成14年施行、教科書発行
　　　平成18年、教科書発行
　・平成20年、「学習指導要領」告示
　　平成24年施行、教科書発行
　　　平成28年、教科書発行
　教科書図書館の「教科書目録情報データベース」に
よれば、昭和24年から昭和35年までの発行者は24種類、
「学習指導要領」が初めて施行された昭和37年は16種類、
以後、新「学習指導要領」の施行年、昭和47年・昭和
56年・平成5年・平成14年・平成24年に新版、その間に
も改訂版が発行されている。
　このデータベースには中学校「習字」・「書写」の教
科書が483件載り、教科書図書館閲覧室では、書架1段
半に、発行所番号順に仕切られ、その中は発行年順に
配架されている。
　作業中の資料を除き、書架にある分をすべて手に取っ
て通覧した。以下の調査結果には、若干の遺漏がある
かと思われる。
（4）共通する教材
　「【表1】」では、現行教科書でのいわゆる定番教材の
内、6種類にふれた。
　戦後、60年以上に渡って発行されて来た中学校教科
書を通覧すると、取り上げられる機会が比較的多かっ
た硬筆教材が2種類ある。
　・ひらがな手本（いろは・あいうえお・とりなく歌）
　・漢字手本（都道府県名・県庁所在地名）
　いずれも、楷書・行書の掲載例がある。この2種類に
絞って、閲覧中に原寸大コピーを手元に残し、「硬筆プ
リント」作成時に参照できるようにした。
　ひらがな各文字については後述する（〈4〉・3）。
　硬筆で都道府県名、あるいは県庁所在地名を書く手
本は、39枚のコピーが手元に残った。楷書、行書、楷
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書と行書ともに載るもの、の三つに分け、「【表4】」に、
その教科書の使用開始年度を書き上げた（「27～62」は
昭和、「5～18」は平成）。すべての都道府県名・都道府
県庁所在地名が書かれていない手本を含む（都道府県
名と同名でない庁舎所在地名のみ、政令都市名、等）。
　この教材は、当初は小筆で、次に楷書で、その後は
行書で学ばれて来たという傾向が見える。あて名書き
練習の中で扱われ、万年筆、サインペン、ボールペン
の使用を指定した手本もある。詳しい検討は省略する。
（5）考察
　「な」の結びを一例として考える。三角結びにすれば
動きがあり、字形が逆三角形にまとまる。逆に横長結
びでは安定感があり、温和な印象になる。字形によっ
て点画の曲がり方、そり方も異なる。いずれも戦後の
中学校教科書に書かれてきた、それぞれの手本の書風
であり、日常生活の筆記では個人が両方を書くことも
ある。字源「奈」の草書はさまざまあって、これを字
母とする上代様古筆の「な」の結びも、分類できない
くらい随意、即妙に書かれている。試みに「関戸本古
今和歌集」を開き見ていただきたい。これらが、広く
手本の背景なのである。
　いったい、児童、生徒の学びやすさに配慮して、ひ
らがな手本の標準的な字形を示す必要があるのだろう
か。それは不可能ではないのだろうか。
　三角結びの手本が載る教科書で学ぶ中学生が、小学
校のときの手本、書塾で習っている手本、転校した先
の教科書の手本の横長結びとの違いに気づくこと、他
の教材や、学校や社会で見るフォントとの違いに気づ
くことを想像してみる。―ここにあるのは避けるべき
違和感ではなく、世間の広さや、今後の学びを予感さ
せるような、中学生なりに受容するのを期待できる多
様性ではないのだろうか。質問し、教師と話し、自分
たちで調べたり考えたりする機会になる。
　多様性の受容は、骨格となる基礎基本の定着ととも
にはかられる。現行教科書に見える字形の由来すると
ころには、もともと幅がある。教科書の小異は、対比
させ、是非を決すべき論点ではなく、長年の教科書に
も見られる、多くの書き方の中のいくつかである。選
択肢をならべてひとつを定めるような単純化は、手書
き文字の手本を示すのにはそぐわない。誤字や逸脱を
避けるように著者、編集者間での検討がもたれるとし
ても、委細はまず、筆者の手にゆだねられてよい。
　文字が人の手によって書かれてきたこと、文字を書
き進めると自然な流れが生まれること、判読、伝達、
記録といった実用的な用途以外にも何らかの意味があ
ること等を学ぶ入り口が、ここに用意されているのを
尊重したい。
〈3〉　確認する
　−中学校における硬筆学習−
　中学校「学習指導要領」等に定められることと、硬
筆学習をとりまく諸課題を見ておく。
1　中学校「学習指導要領」関係部分
（1）「国語」の「目標」、「書写」の「目標及び内容」
　現行の「中学校学習指導要領」によれば、「国語」の
「目標」は、
「国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，
伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を養
い言語感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国
語を尊重する態度を育てる。」
とあり、「書写」の学習指導は、「国語を適切に表現」
する力の育成であり、「国語に対する認識を深め国語を
尊重する態度を育てる」ものである。「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」での「各学年の目標及
び内容」には、「書写に関する次の事項について指導す
る。」とある。
　　　第1学年
「ア　字形を整え，文字の大きさ，配列などについ
て理解して，楷書で書くこと。」
「イ　漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書
くこと。」
　　　第2学年
【表 4】都道府県名・都道府県庁所在地名手本掲載例　戦後中学校書写教科書䚴ᴘ᭡䚵 㻕㻚 㻕㻛 㻖㻓 㻖㻓 㻖㻔 㻖㻕 㻖㻚 㻗㻔䈓䠃 㻗㻗䈓䠄 㻘㻜䈓䠅㻖㻚 㻖㻚 㻗㻔 㻗㻔 㻗㻔 㻗㻚 㻗㻚 㻗㻚 㻗㻚 㻗㻚 㻘㻖 㻘㻖 㻘㻖 㻘㻖 㻘㻖㻘㻙 㻘㻜䈓䠆 㻙㻕 㻙㻕 㻙㻕 㻙㻕 㻘 㻘 㻘 㻜 㻔㻗䈓䠇 㻔㻛䚴ᴘ᭡䛮⾔᭡䚵 㻗㻔䚴ᴘ᭡䚵 㻗㻔䈓䠃 㻘㻜䈓䠅䚴⾔᭡䚵 㻘㻜䈓䠆 㻜
㒌㐠ᗋ┬ྞ
㒌㐠ᗋ┬ᖿᡜᅹᆀྞ䝿ᨳ௦㒌ᕰྞ
䚴⾔᭡䚵
Ⓠ⾔ᖳᗐ䚭㻕㻚䡐㻙㻕䛵᫓࿰䚮㻘䡐㻔㻛䛵ᖲᠺ䈓䠃䚮䈓䠅䚮䈓䠆㻃ྜྷ䛞ᩅ⛁᭡䛱々ᩐ᥎㍍䈓䠄㻃ᶋ᭡䛓䈓䠇㻃᪝ᮇᆀᅒ୕䛱㒌㐠ᗋ┬ྞ
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「ア　漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方
を理解して，読みやすく速く書くこと。」
「イ　目的や必要に応じて，楷書又は行書を選んで
書くこと。」
　　　第3学年
「ア　身の回りの多様な文字に関心をもち，効果的
に文字を書くこと。」
　この理解の元に、「書写」、硬筆の学習指導が実践さ
れている。
（2）「学習指導要領」『解説』
　「中学校学習指導要領」『解説』から、硬筆学習、「硬
筆プリント」作成に関わる点を抜粋する。
　　　第1学年
「（「楷書に関する事項」）「字形を整え，文字の大き
さ，配列などについて理解して」とは，書こうと
する文字の字形を整えること，紙面全体に対して
それぞれの文字の大きさや書くべき位置を考えて
調和的に割り当てること，文字と文字との間の空
け方に注意することなどである。
「国語科をはじめとする各教科等の学習や生活で
の活用場面を見通した学習活動の工夫や，適切な
教材の開発なども必要である。」
　　　第2学年
「（学習や生活の）「目的に応じて」とは，国語科を
はじめとする各教科の学習や社会生活における文
字を書く目的や必要に応じて，その書体や筆記具
を選択しつつ効果的な文字の書き方を工夫するこ
とである。メモやノート，届け出の書類，願書，
会議録，ポスターや掲示物，はがきや封書といっ
た様々な書式に会わせて，適切な字形や書体，筆
記具で書くことを求めている。その際，読み手を
意識して書くことにも配慮する必要がある。」
　　　第3学年
「身の回りの多様な文字に関心をもつことで，文字
を手書きすることの意義に気付かせ，併せて，文
字文化に関する認識を改めて形成させるととも
に，主体的な文字の使い手になるきっかけをもた
せることを求めている。」
「字形を正しく整える能力，配列などを整える能力，
速く書く能力，楷書や行書を使い分ける能力，筆
記具の選択について工夫する能力など，小学校か
らこれまでに身に付けてきた書写の能力を総合的
に発揮させるように指導する。」
（3）「教科用図書検定基準」
　小学校・中学校・高等学校の教科書（教科用図書）は、
文部科学省が示す「学習指導要領」と「教科用図書検
定基準」の元で編集される。戦後、昭和22年に「学校
教育法」が制定され、教科書の検定制度が始まって、
これに合格した中から採用され、使われて来た（『教科
書制度の概要』（平成27年5月、文部科学省）参照）。
　書写に関係する現行規定は、「義務教育諸学校教科用
図書検定基準」の「第3章 教科固有の条件」、「［国語科
「書写」］」であり（『義務教育諸学校教科用図書検定基準・
高等学校教科用図書検定基準・教科用図書検定規則』（平
成28年3月、文部科学省初等中等教育局）34頁、「文部
科学省」ＨＰ掲載（平成21年3月4日告示、平成28年4月
1日改正））、「国語科　書写」の「1 選択・扱い及び構成・
排列」4ヶ条の内に下記がある。
（2）使用する用具は、硬筆は鉛筆を、毛筆は兼毫を
主としていること。
（3）書写される漢字の字体については、児童又は生
徒の習得の程度に応じて、「とめ」、「はね」など
に関して活字とは異なった書写の便宜上行われ
ている形のあることを理解させる上に必要な配
慮がされていること。
　中学生への書写指導を想定して学ぶ大学生も、硬筆
ではまず鉛筆書きに慣れて基本に習熟し、次いで用途
に合った用具用材を選び、特色を生かして書く練習を
しておくのがよかろう。また、書写の学習は、活字と
は異なる字形を理解させる機会であることを承知して、
自分が筆記する際にも注意を払わせたい。
（4）配当時数
　「各教科の授業時数」、「国語」は第1学年140、第2学
年140、第3学年105、と規定される。
　この内、「書写」に配当する授業時間数については、「文
部科学省」ＨＰ、「学習指導要領」、「Ｑ＆Ａ」、「問2−8」
にも明らかだが（平成28年8月閲覧）、第1学年及び第2
学年は20単位時間程度、第3学年は10単位時間程度、と
いう目安が示されている。（改訂前は、第1学年は授業
時数の10分の2程度、約28単位時間、第2学年及び第3学
年は授業時数の10分の1程度、約11単位時間であった。
3年間の合計時間数は同じ。）
（5）考察
　「書写」、「硬筆」の配当時数は、どのくらいを見込む
ことができるのか。
　目安とはいえ、第1学年及び第2学年に「20単位時間
程度」とあり、特別な扱い方をしていないのであれば
これは、時間割に週1回、「書写」の時間を位置づけた
上で、実施しない時期を減じた場合に実現可能な時間
数であろう。
　20時間、あるいは10時間が確保された場合、「硬筆」
を学習するのはどのくらいか。規定はないが、各教科
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書の教師用指導書には、「硬筆」を含めた具体的な構想、
「年間学習指導計画」が例示されており、これを参考に
すれば、およそ数えられる。
　ここでは、単純化して概算を試みる。現行各教科書
に載る「毛筆」手本（1頁分または2頁分、「いろは」等
の小筆で書く教材を含む）を数え、仮に1種類の手本を
2単位時間で学習するとして、残り時間数を計算した。
このほかにも、基本点画の練習、行書の特徴、生活に
生かす書式、書き初め、補充教材、発展教材等があり、
相応の時間数が見込まれる。それらと「硬筆」にあて
る残り時間数は下記のようになった。
　配当時間数の試算
　・2東書　書写731
　　毛筆の半紙手本　1年5種　2年6種　3年1種
　　残り時間数　1年10　2年8　3年8
　・11学図　書写732
　　毛筆の半紙手本　1年6種　2年6種　3年2種
　　残り時間数　1年8　2年8　3年6
　・15三省堂　書写733
　　毛筆の半紙手本　1年6種　2年4種　3年0種
　　残り時間数　1年8　2年12　3年10
　・17教出　書写734
　　毛筆の半紙手本　1年8種　2年5種　3年2種
　　残り時間数　1年4　2年10　3年6
　・38光村　書写735
　　毛筆の半紙手本　1年5種　2年4種　3年1種
　　残り時間数　1年10　2年12　3年8
　仮に、1・2年生で毛筆手本をそれぞれ5種類学ぶとす
れば、「硬筆」と、その他の学習にあてる授業時間数と
を合わせて10時間になる。
2　硬筆学習をとりまく課題
（1）中学校書写の実施時間数
　各中学校での「国語」の授業は、「学習指導要領」に
示されるように、「書写」を含めてバランスよく実施さ
れているのだろうか。
　「国語」教科書の教師用指導書や、発行者ＨＰ内の参
考資料には、「年間学習指導計画」作成例や、教材ごと
の配当時間数が例示され、「書写」の目安時間数を減じ
た上で「書写」以外の計画が組まれている。
　だが、調査したわけではないが、中学生のときに書
写が好きだったと振り返る生徒・学生が、「とくに2年
生以後、授業時間が少なかった」という言葉に長らく
接して来た。書写指導がよく行われている中学校と、
授業時間数が目安より少ない中学校があるのだろう。
　書写を担当するのは、多くは国語の先生方である。
　生徒の進路希望実現に期待を寄せて、高等学校入試
の国語の出題に対応する学力をつけるために、「書写」
の授業を目安に従って行うことが難しい、という実情
が考えられる。さらに近年は、「全国学力・学習状況調
査」（いわゆる「学力テスト」）の結果公表の影響があっ
て、「書写」に関しても出題されてはいるのだが、どち
らかといえば、それ以外の分野の指導に力点が置かれ
るのではないかと思われる。
　学年ごとに目安が示されている「書写」の授業時間
数を、下限として規定しなければ、「国語」全体のバラ
ンスをとる方向での見直しは難しかろう。
（2）教職課程での「書写」の扱い
　大学の教職課程での扱いはどうか。
　中学校「国語」免許状を取得するには、「教科に関す
る科目」で、実技授業「書道（書写を中心とする。）」
の単位修得が必要である。これとは別に「国語科指導
法（教育法）」においても、適当な回数を「書写指導法
（教育法）」の理論や指導方法に充てるのが本来である。
ＷＥＢ上で見るいくつかのシラバスには、「書写」にあ
たる目標・内容が含まれていない。担当教員の専門に
よって扱い方に傾斜が生じることがあるとしても、「書
写」が忘れられてはいないか。
　中学校「習字」・「書写」は「国語」に含まれる。―
これは戦後の「学習指導要領」共通の位置づけだが、
大学での大方の認識が希薄であって、それが背景にな
り、中学校教員の意識や授業時間数に影響を及ぼして
は来なかったか。
　「学習指導要領」に沿う、教職課程での本来の扱いは、
中学校「国語指導法」に「書写」を含めるシラバスで
ある。ただし、高等学校「書道」免許のための「書道
科指導法」を、中学校「国語」免許の一部分である「書
写」の内容と共通開設することが、「教職課程認定基準」
（平成13年7月、教員養成部決定）では認められている。
その場合に学生は、中学校「国語科指導法」に加えて
これを履修することになる。高等学校段階を視野に入
れて「書道指導法」を学び、中学校や中等教育学校の
教壇に立つ際の書写書道指導に役立てるのを想定して
の履修方法ではあるが、各学生の取るべき単位数が増
える。
（3）手書き文字のさまざまな字形
　学校教育に携わる先生方からの、手書き文字指導に
関わる指摘が下記にまとめられる。
　「文部科学省」ＨＰに、常用漢字表改定に伴う学校教
育上の対応に関する専門家会議（第6回、平成22年9月
29日開催）の配付資料、「常用漢字表改定に伴う学校教
育での筆写（手書き字形）の取扱いについて」として、
第5回までの主な意見が示される。通覧すると、漢字指
導にあたって多様性、柔軟性を認めようとする声と、
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規範の明示を求める声とがともに発せられている。そ
のごく一部だが、たとえば「3　常用漢字表改定に伴う
学校教育での筆写（手書き・字形）の取扱いについて」
では、
「高等学校における手書きの指導については，漢文
の授業で旧字体を読む必要に迫られることを考慮
し，統一的に示すことはせず，筆写の楷書字形で
あっても，印刷文字字形であってもどちらでもよ
いこととすべき。」
と多様性を受け入れようとする声と、逆に、
「常用漢字表の改定により追加された漢字には，「し
んにゅう」や「しょくへん」など従来の常用漢字
表内の字体と異なる字体が入っており，「謎」や「餠」
のように小学校でも教えていいような字が含まれ
ている。指導上の混乱を生じないためにも，目安
ではなく規範を示す必要がある。」
「中学校では，指導の根拠が明確になっていなけれ
ば指導が困難である。」
と、規範の明示を求める声とがある。
　これらを踏まえた検討の上で、平成28年2月、文化審
議会国語分科会報告として、手書き文字の多様性、許
容される字形についての指針が示された。『常用漢字表
の字体・字形に関する指針』（「文化庁」ＨＰに全文Ｐ
ＤＦあり）には、印刷文字（明朝体）と比較しての、
手書き文字（筆写、楷書）のバリエーションが整理さ
れている。
　中学校での書写指導者をめざす学生のために「硬筆
プリント」を作成する場合、個々の字形について参照
すべきであろう。
（4）国語教科書本文のフォント
　文字を手書きする学習の場は、書写の授業ばかりで
はない。国語を始めとする授業のノートやプリント、
学習発表の際の掲示物、校内の案内表示、日常書式等
の書き方が指導されて来た。それらにも増して、手元
で開かれ、書き写されることもある、国語教科書の文
字の影響は大きい。一例だが、大学生が丁寧に書いた
レポートで、「き」字を四画ではなく三画で書く等、明
朝体に似た字形を見ることがある。
　教科書図書館に配架されていた冊子に、長文男『中
学校教科書の文字の乱れについて―学習者の視点から
考える―』（平成10年度後期内地留学研究報告書、平成
11年3月付、全98頁）があった。宇都宮大学教育学部国
語科に内地留学した中学校教諭の長氏は、生徒の手書
き文字について問題意識をもち、調査、考究のまとめ
として、中学校教科書でも小学校同様に、教科書体な
どの楷書体を用いるのがよい、という趣旨の提言をし
た。冊子表紙に4点が問いかけられ、その第1にこうある。
「学習者には、「長、糸、運、比、収、き〔明朝体〕」
という書体より「長、糸、運、比、収、き〔教科
書体〕」という書体の方が、文字を正しく覚えられ
ると思いませんか。」
　長氏の報告書を一読し、試みに、中学校3年用の国語
教科書を比較した。まず現行の5種類で、全冊にわたっ
て本文に楷書体を使用するものはない。5種類ともに楷
書体が使用されるのは、たとえば各教材末尾に新出漢
字を示す部分、古文教材の本文、漢文教材の本文・書
き下し文（いずれかが明朝体のものは2種類）、俳句・
詩の本文、漢字についてのコラム、引用文等であった。
これ以外、現代文の教材等の頁では、明朝体を基調と
してフォントが混在する。
　次に、平成元年頃までさかのぼり、中学校3年用国語
教科書の、古典教材部分を比較した。「【表5】」に示す
ように、教科書検定を平成4年から平成17年に受けた版
の編集段階で、明朝体から楷書体（教科書体を含む）
へ徐々に移行している。表中、縦の太罫線が、明朝体
から楷書体への変わり目を示す。
　なお、光村図書の場合は独自のフォントを制作して
（小学校用「光村教科書体」昭和46年～、中学校用「光
村明朝体」昭和62年～）、「糸」の総画数等で、手書き
文字との差異に配慮している（ＨＰ参照）。
【表 5】明朝体から楷書体へ　　　　　　　　
　 　中学 3 年国語教科書　古典教材本文ᖲඔ ᖲ䠆 ᖲ䠊 ᖲ䠃䠅 ᖲ䠃䠉ᖲ䠄 ᖲ䠇 ᖲ䠋 ᖲ䠃䠆 ᖲ䠃䠊ḯ ᪺ ᴘᩝ ᪺ ᴘ᪺ ᴘḯ ᪺ ᴘ ᴘᩝ ᪺ ᪺䈓䠄 ᴘ᪺ ᪺ ᴘ䈓䠆ḯ ᪺ ᴘ ᴘ ᴘᩝ ᪺ ᴘ ᴘ ᴘ᪺ ᴘ䈓䠃 ᴘ䈓䠃 ᴘ䈓䠅ḯ ᪺ ᴘ ᴘ ᴘᩝ ᪺ ᪺ ᪺ ᴘ᪺ ᪺ ᪺ ᴘḯ ᪺ ᴘᩝ ᪺ ᴘ᪺ ᴘ䠅䠊කᮟ
䠄᮶᭡䠃䠃Ꮥᅒ䠃䠇୔┤ᇸ䠃䠉ᩅฝ
䚭ኯ⨞⥲䛒䚮᪺᭽మ䛑䜏ᴘ᭡మ䛾䛴ን䜕䜐┘䜘♟䛟䚭䈓䠃᭡䛓ୖ䛝ᩝ䛵᪺᭽మ䚮ᕬᮆ௛㘋䛴₆ᩝ䛵᪺᭽మ䚭䈓䠄䚸ዚ䛴⣵㐠䚹ᮇᩝ䛵᪺᭽మ䚮ಢྀ䛵ᴘ᭡మ䚭䈓䠅ᕬᮆ䚸㈠ᩩ⥽䚹䛴₆ᩝ䚭䈓䠆᭡䛓ୖ䛝ᩝ䛵᪺᭽మ
ཿᩝ᳠ᏽᖳ౐⏕㛜ጙᖳཿᩝཿᩝ
₆ᩝཿᩝཿᩝ
₆ᩝ₆ᩝ₆ᩝ₆ᩝ
（5）考察
　国語教科書、とくに古典教材の本文は、予習する生
徒が書き写すことを想定しておかねばならない。その
フォントに、徐々に楷書体が使用されるようになった。
あくまで明朝体と比較すればということだが、楷書体
は、書き写しの参考になるフォントである。
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　では、古典教材以外は明朝体でも構わないのか。
　稿者は久しぶりに開き見たのだが、中学校国語教科
書、本文紙面の印象が随分変わったと感じた。現行、
旧版を発行する6社について、さかのぼって通覧すると、
平成以前の教科書との違いが明らかである。判型はす
べて大きくなり、発行者や単元による違いはあるが、
本文以外の図表、写真、絵、イラスト等が多くなった。
大きくてインパクトのある挿画が心に残ることもある
かと思う。フォントや背景色の多彩さを含め、デザイ
ンが工夫され、軽快な調子で、親しみやすさが意図さ
れているようである。一方で、生徒はここに載る詩句、
文章そのものをじっくりと読み、味わい、考え、古人
にも通う読書のひとときを大切にできるのだろうかと、
落ち着かない印象ももった。
　中学生は、美術の授業でレタリングを学び、ポスター
を制作することがある。ノートの表紙に、教科書の表
紙をまねて、明朝体等で教科科目名を書いてみる生徒
もいる。携帯端末やコンピュータの画面上に、自分が
選んださまざまなフォントで文字を表示させることが
できる。教わるのを待つまでもなく、あれこれと試す
ことのできる目新しいツールが用意されている。
　生徒の身近に、手書きの拠りどころになる文字は少
ないのだが、反面、各種フォントにふれる機会が増えた。
魅力的にデザインされたフォントには、点画が変形・
省略・強調された部分がないわけではない。
　印刷物では、明治以来、明朝体が基調とされて来た。
新聞がよい例だが、文章の内容を読み進め、理解する
ことに重点が置かれる紙面では、今日も同様である。
ゴシック体は、強調部分や見出しに使われている。中
学校卒業で義務教育を終えるわけだから、国語教科書
で新聞等と同じく明朝体が基調とされて来たのは、妥
当な選択だったのであろう。
　だが、小学校での学習が多様化し、国語、「書写」の
授業時間数は以前ほど多くはない。英語も増える。楷
書体の教科書で学ぶ小学校6年間に、国語を手書きする
基礎力がよく身につかないままであっても、中学校に
進めば、明朝体を基調とする紙面を読みながら、手で
文字を書くことになる。
　そこに無理があるのではないか。
　理想は理想として、児童、生徒の身になって、学ぶ
甲斐ある内容が用意され、ひとりひとりの学習の全体
像が、努力すれば到達できるくらいに、調整の余地を
残して構想されているのだろうか。
　手書き文字を学ぶ環境を大事にするという見地から
は、まず中学校国語教科書の本文全部について、楷書体、
または手書き文字を基調とするように改める方がよい。
―長氏の報告を読んだのを機会に調べて、以上のよう
に考えた。
　もっとも、教科書本文そのものを改めなくても、教
師用指導資料等によって必要なデータが提供され、指
導者自身が工夫して、生徒の習熟度に応じた教材を作
成するのもよい。だが、日々の学習指導、生活指導、
進路指導にあたる先生方に、そのような余裕があるか
どうかが、実際的な問題である。
　以上は、「書写」以外の国語教科書についての考察で
ある。翻って、硬筆書写の学習に際して、楷書体のフォ
ントを手本の代用にするのは本末転倒であり、避けね
ばならない。
　「上梓する」、「活字になる」等のことばがあるように、
印刷、出版は、世間に示し後世に残す手段であって、
手書きよりも正式とする見方がある。だが、手書きで
体裁よく書く力量は、活字・フォントの使用以前から
磨かれて来た。現代の「書写」の目的は識字教育のみ
ならず、伝統的な方法で「書」を学ぶ段階に進む以前の、
初学者の学習段階でもある。
　これらの関係を明らかにするため、図示を試みた。
（6）相関関係のイメージ
　硬筆学習を取り巻く状況、「手書き文字・活字・フォ
ント」の相関関係について、「【図1】」にイメージを表
した。
　・手で文字を書くことと、国語表記に使われる活字
とは、ともに伝統文化の一端である。各種フォン
トが加わって常用されている。
　・手書き文字を読み味わい、整えて書く場では、伝
統的な「書」の美を伝える手本が尊ばれて来た。
　・漢字の活字は、古く『康煕字典』にまとめられた
大系の中に位置づけられ、使われて来た。
　・筆で書かれた漢字各体の姿を、活字の字典の順に
ならべ、各種の「書体字典」が編纂されて来た。
　・手書き文字の手本は、学習段階に応じて、難易度
を調整して書かれる。
　・活字・フォントは、書の古典の文字・手書き文字
の影響下で作られたが、逆に今日の手書き文字に
は、活字・フォントの影響も表れている。
　子どもの頃から、自由に文字を使いこなすことがで
きるかのような時代であるからこそ、教室では、文字
を扱う人として、確かな骨格の形成がはかられねばな
るまい。
　本稿における「硬筆プリント」作成にあたっては、
活字の字形に近づけて類型化をはかるのではなく、古
典・古筆の学習を背景とする、手書き文字の規範を示
したい。
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〈4〉検討する
　−「硬筆プリント」作成方針−
1　難易度の調整
　伝統的な書美を理解するために、かなを硬筆で練習
をする場合、手本は「高野切古今和歌集」や「粘葉本
和漢朗詠集」などの古筆を用いて、原寸で臨書するの
が適切なのかも知れない。漢字ならば、初唐の三大家
や「蘭亭序」などを手本にして、伝統的な美を理解し
ながら、様々に変化する字形や多様性を学ぶのもよい。
そのようにして学んだ後に、料紙などに硬筆で書いた
作品を文化祭に出品し、発表出来たら、楽しく豊かな
芸術活動である。実用性も考慮するならば、文部科学
省後援の硬筆書写技能検定の資格取得を目指しながら、
個別に不得意分野の練習を並行すると理想的であろう。
稿者の場合、大学在学時の硬筆練習は、筆で書かれた
歴代の能書家の文字で習うように指導を受けたと記憶
している。教材は、王羲之〈303-361（異説あり）〉や、
欧陽詢〈557-641〉の「行書千字文」、陸柬之〈585-638〉
の「文賦」、趙孟頫〈1254-1322〉の「蘭亭十三跋」「尺牘」
などであった。または、これらから集字した行書基本
字例を配布されて、鉛筆でノートに練習し、翌週には
提出を求められた。時には沢田東江〈1732-1796〉の「東
江先生書話」をルーズリーフに書く課題もあった。こ
のような発展的な硬筆学習も段階を踏んで取り組める
ようにしたいが、まずは、現在の本学の学生に必要な
書写の力の育成が急務と考えられ、難易度を調整した
教材の作成を試みることとした。
　本稿に示す「硬筆プリント」は、中学校国語科書写
を教えるために必要な技能の速成を重視している。こ
のため、中学校「学習指導要領」の目標中にある「字
形を整えること」と「行書の基礎的な書き方を理解す
ること」を具体的に練習できるような教材を目指した。
まず、下記の目標を設定して作成し、随時改善を加え
ることとする。
　・楷書に調和するひらがな、カタカナを書くことが
できる
　・楷書の基本点画を理解して書くことができる
　・正しい筆順で書くことができる
　・漢字の組み立て方を理解して書くことができる
　・行書に調和するひらがな、カタカナを書くことが
できる
　・行書の特徴を理解して書くことができる
　・部首を行書で書くことができる
　・文字の大きさや配列を考えて、楷書、行書で漢字
かな交じり文を書くことができる
　分量が過多になることを避けるため、ひらがなやカ
タカナは、楷書に調和するひらがな・カタカナと、行
書に調和するひらがな・カタカナの二例のみを挙げた。
様々な書き手による書風の違いや、常用漢字と形の異
なる伝統的な楷書、行書の形、変体かな等は扱ってい
ない。また、楷書や楷書に調和するひらがなの線質は
なるべく平易になるよう、癖のない書風を目指して書
いた。連綿についても触れなかった。行書に関する項
【図 1】「手書き文字・活字・フォント」の相関
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目では、文字の重心移動は少なめにして、概形が著し
く変化するような筆法は避けた。練習する語句は、現
行の教科書に採用されている、栄光・新緑・山紫水明
などの熟語を多く取り入れつつ、掲載する部首や字形
の頻度に偏りが出ないように工夫した。
　手本を書く場合に気を付けなければならないことは、
字形を整えるために、活字の影響を受けたような手本
とならないようにすることである。過度に活字の影響
を受けた直線的な字の手本を用いて習うと、伝統的な
書美を理解できなくなることが懸念されよう。後述す
るように、近年このような風潮があることは否定でき
ないが、感心できるものではない。
　ひらがなの手本を書くに当たっては、すべての文字
の大きさを同じにするのではなく、「と・る・こ・め」
のように少し小さめにした方がよい文字があることな
どは、書写の範囲内ではないかも知れないが解説に加
えた。「な・ぬ・ね・は・ほ・よ」などにみられる結び
の形は、三角に書くように教えられた経験のある学生
もいるかも知れない。しかし、これは筆使いをわかり
やすく指導するための一手段であって、必ずしも結び
は三角な形をしている訳ではない。しずく形や楕円に
なる場合もあれば、空間が作られない場合もある。同
じ書き手でも、巻頭と文末、紙面の上下では異なる形
で書いたりもする。近くに同じ字が出てきた場合には、
故意に異なる字形を用いることも行われる。「硬筆プリ
ント」では、このような解説は避けたが、手本の執筆
に当たっては、中学書写の教科書との一致に配慮しな
がらも、古典の風格を内包しつつ、発展的な学習へと
導けるような書風を目指した。
　補助線は、煩雑にならぬよう最小限に留めた。例えば、
楷書で「三」という字を習う場合に、三本の横画の間
隔は、ほぼ同じに、ということ示すために、空間に「○」
を二つ書く場合がある。しかし、実のところ空間が均
等になるだけでは不十分で、三本の横画の一画目はや
や仰ぎ、二本目は穏やかに、三本目は抑揚を付けて伏
せて書く。それぞれの線は緩やかに右に上がるが、単
純な右上りの直線ではなく、始筆、送筆、終筆に強弱
や太細がある、というような注意点がある。この特徴
を観察し、理解した上で書いて欲しいのだが、補助線
や解説があることによって、却って注意が細部にまで
届かなくなるのではないかと懸念した。半紙に大きく
書けばわかりやすいところだが、硬筆指導の難しいと
ころでもあろう。そこで、なるべく手本には緩急、強
弱などの筆意が見えるようにして、補助線や解説は過
度に付さないこととした。
　スピードについては言及しなかったが、行書であっ
ても、ゆっくり丁寧に書いてもらうことで、技法を会
得してほしいと考えている。
2　筆記用具とノート（升目の大きさ・罫の太さ）
　硬筆手本を作成する際には、まず、手本の大きさと
練習する升目の大きさ・罫の太さを検討する必要があ
る。程よい大きさの手本を用いて、書きやすい大きさ
に文字を習えば、学習者は観察しやすく、正確に特徴
を捉えて練習することができよう。書道の教科書に、
石刻資料の文字などを拡大して、半紙に練習できるよ
うに編集して示しているのはこのためである。普段書
く字よりも大きめに練習して、特徴を理解することが、
目習い、手習いの基本であり、硬筆練習においても同
様のことが言える。例えば、履歴書に上手く書けるよ
うになりたいからと言って、横書きの細い罫にボール
ペンで練習することから始めるというような方法では、
手本も練習する文字も小さすぎて、有効とは言い難い
のである。現行の中学校国語科書写の教科書に掲載す
る硬筆手本のように、1.5㎝～2.0㎝ほどの升目や罫線を
用いれば、文字の余白も理解しやすく効果的と考えら
れよう。手本に筆順・補助線・留意点を書き入れる場
合も、この程度の大きさならば見やすく適切である。
　このようなことに鑑みて「硬筆プリント」作成に当
たっては、升目及び罫の太さを1.8㎝として、中心線を
点線で示した。今後、大きさの微調整を要するかも知
れないが、大きすぎず、小さすぎず習いやすいのでは
ないかと考えている。手本は見やすいように左側の行
に原寸で配置し、場合によっては下段の解説を見なが
ら、すぐ隣りの行に学べるようにした。Ａ4のプリント
1枚を1回分の課題として進めれば、24回分の教材とな
る。前期12枚、後期12枚とすると無理なく進められる
分量である。学習者が書き込むスペースは、右側の1行
のみだが、追加で「練習用紙」として升目のみ・罫線
のみの用紙も複写して渡せるように準備した。「硬筆プ
リント」1枚と「練習用紙」1枚を配布すると、1文字に
付き3回練習できる課題となる。市販のノートは、文章
練習用に適した罫のページと、単体で文字を習える升
目のページ、両方を合わせて1冊とするものはないよう
なので、「硬筆プリント」の練習には、学内で「練習用
紙」を複写するのがよい。しかし、コピー用紙の紙質
が厚すぎる場合や、ノートを準備して更に練習を重ね
たい場合は、縦罫のノートやルーズリーフを用意して
もらい、2行を1行として習うとよい。
　・ショウワノート ジャポニカ学習帳 縦罫17行 9mm 
　・キャンパスノートＢ5縦罫 9mm 
　・アピカ スクールライン セミＢ5縦罫 9mm 
などがあれば、原寸で練習できる。手持ちのノートが
横罫ならば90度回転させて代用してもよい。升目に習
う場合のノートは、
　・ショウワノート ジャポニカ学習帳 国語 12マス
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18mm 十字補助線入り 
　・キョクトウ かんがえる学習帳 こくご12マス18mm 
などが、単体で文字を書写するのに適している。ひら
がな、カタカナ、楷書、行書のみならず、草書、篆書、
隷書などの書体を、升目のノートに硬筆で書き取るこ
とは、より専門的な読み書きができるようになるため
の学習方法である。これらのノートは、小学校低学年
の国語用として販売されているようだが、書体の暗記
や練習などにも利用できるものであることを大学生に
理解してもらえるよう、解説してから提示すると受け
入れられやすいようである。
　使用する筆記用具は、筆意や筆圧を会得してもらい
たいので、ボールペンや万年筆ではなく鉛筆を用いて
ほしい。芯の硬さは、程よい柔らかさがあり、色は適
度に黒い2Ｂ～4Ｂ程度を推奨したい。これは筆先に力
を加えて、太細や強弱、速度を加減しながら学ぶため
である。圧を加えると折れてしまうような筆記用具は
適さない。また8Ｂ、10Ｂなどの鉛筆は柔らかすぎて、
画数の多い文字には不向きのようである。また、書き
終わったところを手で擦ってしまうため、紙が黒く汚
れてしまう。シャープペンシルを用いる場合も同様に、
芯の太さは一般的な0.5㎜のものではなく、0.9㎜や1.3㎜
のものを使用して、替芯の2Ｂを入れるとよい。「硬筆
プリント」手本の執筆には、
　・ぺんてる シャープペン グラフギア1000 0.9mm、
ぺんてる替芯 Ainシュタイン 0.9mm 2Ｂ
及び、
　・ステッドラー シルバーシリーズ 製図用シャープ
ペンシル 1.3mm、コクヨ キャンパス シャープ替
芯 1.3mm 2Ｂ
を用いた。これらは、シャープペンシルでありながら、
鉛筆と同じような太さがあり、芯は折れにくく、使っ
ていても太さが変わらないので、鉛筆とシャープペン
シルの機能を合わせ持つものと考えている。ただ学生
に推奨するには高価かもしれないので、課題を行う際
には、すでに家庭にある鉛筆を使うように指示したい。
鉛筆の先は、削りすぎたら反故紙などを用いて、適度
に先端を丸くしてから書き始めるとよい。1回で上手く
いかなければ消しゴムで消して何度でも練習してほし
い。
　それから、机には柔らかめの硬筆用の下敷きを引く
か、下に新聞紙を複数枚敷くなどして、硬い机の上や、
柔らかすぎる毛氈の上で練習しないようにすべきこと
も付言しておく。机の上で直に練習すると、筆圧の調
節が困難になるために、特に行書の筆意や気脈などの
軽重の感覚を理解しづらい。
　・ORIONS 硬筆用ソフト透明下敷Ａ4　共栄プラス
チック
は、原稿用紙や履歴書、手紙など、様々なものを書く
際に今後も役立つものである。
　・三菱鉛筆 硬筆習字用下敷Ｂ5
は、ノートに挟むのにちょうど良い寸法なので合わせ
て紹介したい。
　このような用具を用いて毎回課題をこなし、正しい
字形と自然な線の流れを会得した後には、ボールペン
や万年筆など様々な筆記用具に移り、小さい文字や横
書き、はがきなどにも発展させて、多様な書式のもの
を書くとよい。課題提出後は、添削して返却し、学生は、
直されたところを再度自習すると更なる効果が期待で
きよう。
3　ひらがな各文字の検討
　「【表3】」では、小学校1年生用教科書の、ひらがなの
結びを比較した。
　「【資料2】」は、戦後中学校教科書の硬筆ひらがな手
本のコピーから、同じ文字の字例を集めて比較したも
のである。楷書、行書、書体を明示しない手本を含む。
字例の脇に添えた数字は、手本が載る教科書の使用開
始年度（「31～62」は昭和、「2～18」は平成）を示す。
　ただし、新番号の教科書に旧版と同じ手本が掲載さ
れる場合、「学習指導要領」が同じでも手本が書き変え
られる場合があり、同じ手本が載っていれば重ねてコ
ピーしなかった。「【資料2】」での字例出現数は、実際
に多くの生徒の目にふれ、学ばれたかどうかの参考に
はならないのを断っておく。これらを参考に、文字の
小異について所見を述べる。
　・「あ」　第一画の傾き、第二画のそり、第三画左下
の折れ、囲まれた部分の形と大きさ、回旋の形、
はらいの方向にいろいろある。
　・「い」　第一画・第二画の曲がり方、長さの差、第
一画のはねにいろいろある。第二画を小さくはね
る字例がある。
　・「う」　第一画をはねる字例、はねない字例、いず
れもある。
　・「え」　第一画をはねる字例、はねない字例、いず
れもある。下部が揃う字例、揃わない字例があり、
字源「衣」の草書より、いずれも可。概形は、大
きく縦長であったが、近年は正方形に近い形とな
る。
　・「お」　第一画の長さ、傾き、第二画左下の折れ、
囲まれた部分の形と大きさ、回旋の形、はね上げ
る方向、第三画の曲がり方、大きさ、はねの有無
にいろいろある。
　・「か」　第一画の形、はねの方向と大きさ、第二画
の傾きと長さ、第三画の大きさ、傾き、曲がり方、
はねの有無にいろいろある。
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　・「き」　第一画・第二画の長さ、傾き、曲がり方、
第三画の長さ、傾き、曲直、はねの有無、方向と
大きさ、第四画の長さ、傾き、曲直にいろいろある。
　・「く」　起筆・終筆筆意の有無、折れの角度、折れ
の後のそりにいろいろある。
　・「け」　第一画の起筆筆意の有無、曲がり方、はね
の大きさ、第二画の曲直、そり、第三画の始点、
交点、曲がり方、はらいの方向にいろいろある。
　・「こ」　第一画・第二画の長さ、傾き、曲がり方、
第一画のはねの有無、大きさ、第二画の起筆筆意
の有無にいろいろある。
　・「さ」　第一画の長さ、傾き、第二画の始点、交点、
長さ、傾き、そり、曲がり方、はねの有無、大きさ、
第三画の始点、長さ、傾き、曲がり方、一字の概
形にいろいろある。
　・「し」　曲がり方、そり方、はらいの方向、一字の
概形にいろいろある。
　・「す」　結びの形は菱形、三角等、大きさもいろい
ろある。字源「寸」の草書第三画の点と同じく、
第二画から離れて斜めに結ぶ字例がある。第一画
と第二画の交差する位置は、中心よりも右である
のが好ましいが、近年の手本には、中心近くで交
わる傾向も多少見られる。
　・「せ」　第一画・第二画の傾き、そり、第二画・第
三画の交点、第二画のはねの大きさ、方向、第三
画の曲がり方にいろいろある。
　・「そ」　上部が二点から始まる字例は平成5年以降見
られない。下部のそりの長さ、曲がり具合、大き
さはいろいろある。概形はそれに伴い縦長である
べきか。年代が降るにつれて、正方形に近く傾向
が見受けられる。また、徐々に直線的な線質となり、
筆路と抑揚、強弱を表現しなくなる傾向がある。
　・「た」　第三画をはねる字例、はねない字例、いず
れもある。第三画・第四画を「こ」字のように書
く字例と、「太」の草書と同じく、第四画を点とし
て小さく左よりに書く字例がある。
　・「ち」　第一画の傾き、第二画の交点、斜画部分の
長さ、回旋部の概形、はらいの方向にいろいろある。
　・「つ」　起筆筆意の有無、一字の概形、はらいの方
向にいろいろある。
　・「て」　起筆筆意の有無、右上がりの度合い、折れ
の後の曲がり方、終筆の止めの有無、一字の概形
にいろいろある。
　・「と」　第一画の傾き、そり、第二画の起筆筆意の
有無、第一画・第二画が接するか交わるか、一字
の概形にいろいろある。
　・「な」　結びの形は三角、横長いずれもある。大き
さもいろいろある。第四画最初に、そりの有無が
ある。
　・「に」　第二画をはねる字例、はねない字例、いず
れもある。
　・「ぬ」　点画のそり、概形、結びの形、大きさ等、
いろいろある。昭和31年以降現在まで、目立った
概形の変化は見られない。線質は、太細や抑揚は
表現されなくなる傾向がある。このため、どのよ
うな筆使いで上に上がるのか、結びの時の力の抜
き具合、筆の返し方などの要素は見えづらくなっ
ている。
　・「ね」　第一画のそり、第二画転折の形、回旋部の
概形、結びの形、大きさ等いろいろある。近年の
手本は、どのように上がるのかといった筆脈や力
の抜き加減を判断しづらい。結びの時の力の抜き
具合と筆の返し方などを示すよりも、概形を整え
ることに集中した手本となってくる。
　・「の」　斜画のそり方、曲がり方、折れの後にはね
上げる方向、回旋部の概形、大きさ、はらいの方
向にいろいろある。
　・「は」　第一画のそり方、はねの大きさ、方向、第
二画のそり、第三画の交点、そり、曲がり方にい
ろいろある。結びの形は三角が一例、横長、しず
く型がある。
　・「ひ」　横画部分の長さ、そり、折れの後の回旋部
の曲がり方、概形、右上の折れの高さ、折れの後
の曲がり方にいろいろある。
　・「ふ」　第一画と第二画、第三画と第四画の連続す
る字例がある。第四画は第三画よりもやや上に打
つ。
　・「へ」　起筆筆意の有無、山折れの角度、折れの後
の曲がり方、そり方、一字の概形にいろいろある。
　・「ほ」　結びの形は三角、横長、しずく型がある。
結びをつぶす例がある。昭和31年辺りの手本を見
ると、どのような筆順で、力を入れたり抜いたり
しながら書いているのか見えるので理解しやす
い。近年のものには筆意や抑揚が見られなくなる
傾向がある。
　・「ま」　結びの形は三角、横長、しずく型がある。
　・「み」　長い斜画のそり、傾き、結びの形、結びの
後の横画にいろいろある。
　・「む」　結びの形、大きさ、位置にいろいろある。
第三画、はねの有無がある。
　・「め」　第一画の傾き、そり、第二画の起筆筆意の
有無、第一画・第二画斜画部分が作る角度、第二
画斜画部分の曲がり方、折れの後に上に上がる方
向、回旋部の概形、大きさ、はらいの方向にいろ
いろある。
　・「も」　第一画の曲がり方、折れの後の回旋部、は
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ねの方向、第二画・第三画の長さ、間隔、曲がり方、
第二画のはねの有無にいろいろある。
　・「や」　第一画のそり、概形、第二画の大きさ、位
置、はねの有無、第三画のそり、収筆にいろいろあ
る。
　・「ゆ」　第一画のそり、回旋部の概形、第二画の位
置、傾き等にいろいろある。
　・「よ」　第一画の傾き、そり、第一画・第二画の接
点の位置、第二画のそり方、曲がり方、一字の概
形にいろいろある。結びの形は横長、しずく型が
ある。
　・「ら」　第一画の角度、はねの有無、第二画の斜画
部分の長さ、そり、回旋部の概形、はらいの方向
にいろいろある。
　・「り」　すべて一画で書く字例、二画に分けて書く
字例がある。第一画のはねの大小、二画のそり、
上端の高さにいろいろある。
　・「る」　横画部分・斜画部分のそりの有無、折れの
角度、回旋部の概形、結びの形にいろいろある。
　・「れ」　第一画のそり、第二画転折の形、右側の概
形、終筆の方向にいろいろある。
　・「ろ」　点画のそり、部分の長さ、回旋部の概形等
にいろいろある。
　・「わ」　第一画のそり、第二画転折の形、回旋部の
概形、はらいの方向にいろいろある。
　・「ゐ」　点画のそり、部分の長さ、回旋部の概形、
結びの形、大きさ等にいろいろある。下部が揃う
字例、揃わない字例がある。字源「為」の草書より、
いずれも可。
　・「ゑ」　点画のそり、部分の長さ、回旋部の概形、
結びの形、大きさ、下心の形等にいろいろある。
　・「を」　点画のそり、部分の長さ、第二画・第三画
の曲線、安定感等にいろいろある。
　・「ん」　斜画部分のそり、角度、折れの後のはね上
げの角度、次の折れの後の回旋部、終筆の方向が
いろいろある。
4　考察
　通覧すると、編集当時の名手によって書かれた手書
きの文字らしく、様々な特徴が見られ、執筆者の表現
する書美をそれぞれに確認することができた。これら
の中でも、特にどのようなものを参考とすべきかと考
える場合、可能な限り癖がなく、古筆の風格を備えた
ような、発展的な学習へも繋がる手本に拠るべきだろ
うと考えられた。
　近年の手本は、文字の大きさが揃い、字形は正方形
に近くなる傾向がある。筆意や抑揚、強弱は若干失わ
れつつあり、線質は直線的になるという特徴も見受け
られる。これは手本の文字が、活字の影響を受けた結
果とも捉えられよう。字形を整えて平易に習うためか
も知れないが、筆使いや力の抜き方などの、手書きの
文字ならではの筆意が失われると、却って分かりづら
くなることも懸念されはしないだろうか。
　活字の影響とは、具体的には、線質の単純化と直線化、
控えめな抑揚や筆意、筆路や筆順の不明確さ、字形の
正方形化、などである。肉筆で書かれたものよりも、
活字に多く接する現代の我々は、このような手本を心
地よく、美しいものと感じるようになっているのかも
知れない。
　しかし、活字の字形に近づける方向での類型化をは
かるのではなく、古典・古筆の学習へと進んでいける
ような手本を示し、解説や補助線に頼らずに、観察力
を養えるよう配慮するのがよいのではないかと考えら
れた。
〈5〉作成する
　−「硬筆プリント」案−
　以上の検討に基づいて作成した「硬筆プリント」の
概要を述べる。この内、【手本1】【手本2】を稿末に提
示する。
1　「硬筆プリント」案目次
1　楷書に調和するひらがな　　　　　 　…【手本1】
2　いろは歌
3　楷書に調和するカタカナ
4　楷書（基本点画）　　　　　　　　　　…【手本2】
−横画 縦画・左払い 右払い・折れ 曲がり・そり は
ね・点−
5　楷書（字形の整え方）
−概形と中心・点画の長短・点画の方向・間隔・交
わり接し方−
6　楷書（組み立て方）
−へん つくり・かんむり あし・たれ・にょう・同
じ形・かまえ・三列−
7　漢字の筆順
−上から下へ・左から右へ・横画が先・横画が後・
中が先・外が先・左払いが先・貫く縦画が最後・貫
く横画が最後・横画と左払い−
8　漢字かな交じり文（俳句）
9　漢字かな交じり文（枕草子）
10　行書に調和するひらがな
11　いろは歌（行書に調和するひらがな）
12　行書に調和するカタカナ
13　行書（基本点画）
−横画縦画・左払い右払い・折れ曲がり・そり、はね・
点−
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14　行書の特徴
−曲線的になる・点画は連続して次の画に続く・終
筆の変化・点画の長さ方向の変化・点画の省略・筆
順の変化−
15　行書の練習
16　部首ごとに練習−1（楷書・行書）
17　部首ごとに練習−2（楷書・行書）
18　漢字かな交じり文（俳句・行書） 
19　漢字かな交じり文（枕草子・行書） 
20　都道府県名−1（楷書・行書）
21　都道府県名−2（楷書・行書）
22　はがき
23　横書き
24　履歴書
25　まとめ
自分の氏名を①楷書に調和するひらがな、②楷書に
調和するカタカナ、③行書に調和するひらがな、④
行書に調和するカタカナ、⑤楷書、⑥行書で書いて
みよう。
26　到達度チェック表
2　到達度チェックの観点
　学生自身に何を目標に学び、どの程度到達できたか
を、三段階で評価してもらうこととし、巻末に下記の
ようなチェック表を作成した。
　・楷書に調和するひらがなを書くことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ ◯　△　×
　・楷書に調和するカタカナを書くことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ ◯　△　×
　・楷書の基本点画を理解した　　・・・ ◯　△　×
　・漢字の組み立て方を理解した　・・・ ◯　△　×
　・漢字の筆順を理解した　　　　・・・ ◯　△　×
　・文字の大きさや配列を考えて、楷書とひらがなを
調和させて書くことができる　・・・ ◯　△　×
　・行書に調和するひらがなを書くことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ ◯　△　×
　・行書に調和するカタカナを書くことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ ◯　△　×
　・行書の基本点画を理解した　　・・・ ◯　△　×
　・行書の特徴を理解した　　　　・・・ ◯　△　×
　・行書を書くことができる　　　・・・ ◯　△　×
　・文字の大きさや配列を考えて、行書とひらがなを
調和させて書くことができる　・・・ ◯　△　×
3　作成済部分の試用
　10月上旬、58名の学生に協力を求め、作成した「硬
筆プリント」1枚を授業時に配布して、練習し、提出す
るように依頼した。裏面にはアンケートを付した。「手
本の文字の大きさや、練習する文字の大きさは適切で
したか」の問いに対しては、57名の学生が「はい」と
回答し、1名は無回答であった。自由記述欄には、「ひ
らがなのしっかりとした書き方を学べたので良かった」
「シンプルで使いやすい」「近くにお手本があるのでと
ても分かりやすかった」などの回答があり、1回の分量
や体裁は妥当であると捉えられた。
　しかし、楷書や行書の持つ美しさを理解して、将来
的には手本に頼らず自運で一通りのものを書きこなせ
るようになるには、この程度の分量では足りないとも
言える。来年度より、毎回1枚ずつ課題として実施し、
適宜、内容を追加、改善することとした。
〈6〉　まとめ
　−今後の課題−
　本稿では、中学校書写の授業が十分に実施できず、
高校でも、書道を履修する機会のなかった学生も含ま
れていることを想定し、大学で国語の教員免許を取得
する場合、どのように指導を行うのが相応しいかを考
えてきた。学生の現状に鑑みて、「硬筆プリント」を試
作し、来年度より使用することとした。この副教材を
使って学んだ学生が、必要な知識と技能を身につけ、
将来中学書写の授業を的確に実施できるような教員と
なっていけるよう人材育成に力を注ぎたいと考える次
第である。必修科目のみで補えないような学習は、教
材や参考書、美術館、博物館等を紹介するなどして、
学生自らが学びを続けられよう導きたい。
　また発展的には、中国や日本の古典的な書法を手本
として習う方法にも段階を踏んで移行していきたい。
古典による学書は、難易度が高くなるように捉えられ
るかもしれないが、手本執筆者の癖をも学習者が真似
てしまう弊害は避けられ、学習者の視野を広げること
が可能な学習方法であり、硬筆においても有効である
ことは言うまでもない。これは特に、中学校国語だけ
でなく、高等学校の書道免許も取得しようとする学生
にとっては、必須の課題である。
　それから、多くの学生が苦手意識を持つと考えられ
る小筆に特化した教材も作成し、書写に役立てる方法
もよい。高等学校までの授業中に、半紙の左端に自分
の氏名を書くという程度の小筆の練習しかして来な
かった学生もいるのではないだろうか。将来、中学校
の教員ともなれば、賞状の名前書きなどの役割がある
かも知れない。大学生のうちに何とか小筆に親しんで
もらい、はがきや年賀状、手紙なども自在に書けるよ
うに成長できれば有意義である。
　限られた授業時数の中で複数の課題をこなし、より
効果的な学習成果を修めるためには、副教材の選定や
作成が必要である。学生の現状に即し、有益と考えら
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れる教材を順次作成し、改善を加えてゆきたい。
〈付〉中学校国語科書写に関する参考書・副教材
 ・二玄社編集部編『ペン書法−附黒板・謄写版書法−』1958年 
二玄社
 ・神谷順治『書写教師のための25章』1971年初版 日本習字普及
協会
 ・狩田巻山『ペン字精習 上』1978年初版 日本習字普及協会
 ・藤原宏・加藤達成・氷田作治・堀江知彦編『書写・書道用語
辞典』1978年 第一法規
 ・法元康州『ペン字のレッスン』1 入門編 1988年初版 二玄社
 ・新書写教育研究会概要編集委員会編『新訂二版 書写教育概要』
1993年 ぎょうせい
 ・筒井茂徳編『小中学生のための墨場必携』2000年 二玄社
 ・伏見冲敬編『常用書体字典』2002年 字典舎
 ・全国大学書写書道教育学会編『明解書写教育改訂版』2009年 
萱原書房
 ・宮澤正明編『常用漢字 書きかた字典』2012年 二玄社
 ・関岡松籟 『書写指導の手引き−学校・書塾・家庭』2012年 木耳
社
 ・宮澤正明編『新・字形と筆順』2013年 光村図書
 ・青山浩之監修 執筆『硬筆文学館 十行練習帳』正進社
 ・『中学書写 硬筆練習帳』2016年 教育出版
 ・『中学 硬筆練習帳』2016年 光村図書
 ・『新編 新しい書写 硬筆練習帳』1年用　2・3年用 2016年 東京
書籍
 ・文化庁文化部国語課「常用漢字表の字体・字形に関する指針
（報告）」2016年 文化審議会国語分科会
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【資料 2】ひらがな手本の字例　戦後中学校習字・書写教科書
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1  楷書に調和するひらがな
1楷書に調和するひらがな
・読みやすいひらがなを書くために、字形を確かめよう。・漢字よりも、線に丸みを持たせよう。・筆脈を意識しよう。・終筆から次の画の始筆につなげる気持ちで書く。・概形を意識しよう。「い へ」は偏平に、「う・え・く・し・そ ち・ま・も・よ・ら・り」は、縦長に書く。・文字の大きさを考 よう。「と る・こ・め」は小さめに書くとよい。
【手本 1】
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4 楷書（基本点画）
横画
　
縦画
　
左払い右払い折れ
　
曲がりそり
　
はね
　
点
【手本 2】
